
 
 
 
 
 
 
                     
                     

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

前前前橋橋橋労労労働働働基基基準準準監監監督督督署署署   
 安全衛生情報 臨時増刊号

前橋労働基準監督署  前橋市大手町 1-1-3  Tel   027-232-3600  Fax 027-234-4547 

平成 27 年 5 月末現在（H25、26、27 年） 
前橋署管内 労働災害発生状況 

 

※ 注…休業４日以上の災害(通勤災害分を除く)で、平成 27 年 5 月 31 日 
までに当署に提出された労働者死傷病報告を集計（累計）。 
 

26年同期(301件)に比べ56件（人）

減の 245 件に！ 

● 製造業は昨年と比較して10件（人）

減の 77 件（人） 

● 建設業は昨年と比較して14件（人）

減の 24 件（人） 

● 運輸交通業は昨年と比較して 3 件

（人）減の 40 件（人） 

● 商業は昨年と比較して 21 件（人）

減の 26 件（人） 

● 死亡災害は昨年と比較して 1 件減

の 1件（人） 

※群馬県全体では 650 件発生していま

す。昨年と比較して 188 件の減少 

 死亡災害は、3件（人）（8件減）  

第 74 回全国産業安全衛生大会 2015 

            in 名古屋 

《開催期間》 

平成 27 年 10 月 28 日～30 日 

《会  場》 

  総合集会 愛知県体育館 

 

シンボルマーク 

安全衛生優良企業公表制度

が平成 27 年 6 月 1 日より 

施行されています！ 

事故の型別災害発生状況（平成 27 年 5 月末現在） 
（H25、26、27 年） 

（平成 27 年 1 月 20 日から 12 月 31 日の期間で全国実施中） 



かたづけ！ 分別！ 

床ふき！ お掃除！ 

重いもの、 
作業姿勢、ヨシ！ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

労働災害を防止するために！ 

４Ｓ活動 ＝ 災害の原因を取り除く  

◆４S とは「整理」、「整頓」、「清掃」、「清潔」のことで、これらを日常

的な活動として行うのが４Ｓ活動です。 

◆４S 活動は、労働災害の防止だけではなく、作業のしやすさ、作業の

効率化も期待できます。 

◆お客様の目に触れにくいバックヤードも整頓を忘れな いようにしま

しょう。 

◆荷物やゴミなど、物が散らかっている職場や、水や油で床が滑りやす

い職場は、災害の危険が高くなります。 

ＫＹ活動 ＝ 潜んでいる危険を見つける 

◆ＫＹとは「危険（K）・予知（Ｙ）」のことです。 

 ＫＹ活動は、業務を開始する前に職場で「その作業では、

どんな危険が潜んでいるか」を話し合い、「これは危な

い」というポイントは対策を決め、作業のときは、一人

ひとりが「指差し呼称」をして行動確認します。 

◆「うっかり」、「勘違い」、「思い込み」などは安全ではな

い行動を招き、災害の原因となります。 

危険の「見える化」＝ 危険を周知する 

◆危険の「見える化」は、職場の危険を可視化 

 （＝見える化）し、従業員全員で共有することです。 

 KY 活動で見つけた危険のポイントに、ステッカーなど 

を貼りつけることで、注意を喚起します。 

◆墜落や衝突などのおそれのある箇所が分かっていれば、 

   慎重に行動することができます。 

安全教育・研修 ＝ 正しい作業方法を学ぶ 

◆「脚立の正しい使い方」、「腰痛を防ぐ方法」、「器具の正しい操作方法」などを知っていれば、 

労働災害を防ぐことができます。 

◆教育・研修では、「どんな災害が起こっているか」、「どうしたら災害は防げるか」、「正しい  

 作業手順（マニュアル）」はどのような内容かなどを従業員に伝え、教えます。 

◆朝礼など皆が集まる機会を捉えて教育・研修を行う方法もあります。 

 前橋管内（平成 26 年）において経験年数が 1 年未満の労働者の災害が約 30％であり、 

3 年未満では約 50％と大半を占めています。 

特に、はじめて職場に就いた従業員には雇い入れ時に安全教育を行う必要があります。 

安全意識の啓発 ＝ 全員参加 

◆安全活動は、経営者や責任者の責務であるとともに、正社員、パート、アルバイト、派遣に 

かかわらず、従業員も全員参加することが重要です。 

◆従業員一人ひとりの安全意識を高めるために、朝礼などの場を活用したトップの｢安全で安心 

な職場づくり｣の表明や、チラシ などによる周知などが効果的です。 


